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防護に関する規則第１８条の規定により、別添のとおり報告します。なお、本事象

の原因、対策につきまして、その結果が纏まり次第、追って報告いたします。 
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発電用原子炉施設故障等報告書 
                   令和 ３年 ７月３０日 

東京電力ホールディングス株式会社 

件 名 福島第一原子力発電所 

一時保管エリアに保管していたノッチタンクからの核燃料物質等の漏えい事象について 

事象発生の日時 令和３年７月１９日１３時０５分 

（福島第一規則第１８条第１０号に該当すると判断した日時） 

事象発生の場所 福島第一原子力発電所 

事象発生の発電

用原子炉施設名 福島第一原子力発電所構内 一時保管エリアＰ（エリアＰ１，エリアＰ２） 

事 象 の 状 況 

１．事象発生時の状況 

（１）事象発生時の状況 

令和３年７月５日、福島第一原子力発電所構内一時保管エリア P（以下、「当該エリ

ア」という。）にある排水枡※１（以下、「当該排水枡」という。）において、月１回の

頻度で定例採取している水の分析結果（６月２９日採取分）が全β放射能濃度で

750Bq/L あり、前回（５月２１日採取分）の値（全β放射能濃度：5.9Bq/L）と比較して

高いことを確認した。 

このため、７月５日に当該排水枡に溜まった水を採取して分析した結果、全β放射能

濃度は 9.8Bq/L で、通常の変動範囲内に戻っていることを確認した。 
※１：当該エリア周辺の雨水等が流れ込む排水枡であり、排水枡が一杯になると当該エリア北側

にある沈砂池（流水中の土砂などを沈殿させて、流水から取り除くための池）へ流れる経

路となっている。 

 

当該排水枡の全β放射能濃度が高かったことから、当該排水枡周辺の状況を調査した

ところ、当該エリアにある瓦礫類を保管しているノッチタンク２８基のうち、汚染土壌

を保管している２基のノッチタンク（以下、「当該ノッチタンク」という。）の天板に

あるハッチ蓋４箇所（１基あたり２箇所）及び天板自体がずれていたことを確認した。 

また、当該ノッチタンク内部は満水状態であり、当該タンクの開口部より溢れた形跡

があることを確認した。 

当該排水枡に溜まった水（６月２９日採取分）及び当該ノッチタンク内部の水（７月

８日採取分）を分析した結果、７月１９日に天然核種でない Sr-90 及び Y-90※２が存在し

ていることを確認した。 
※２：Sr-90 が放射性壊変して生成する放射性物質 

 

以上の調査結果から、当該ノッチタンクに雨水が入り、保管されていた汚染土壌か 

ら放射性物質（Sr-90 等）が溜まった雨水へ溶け出し、その後も降雨が断続的にあった

ことで、当該ノッチタンクが満水となり、放射性物質（Sr-90 等）を含んだ雨水が当該

ノッチタンクから当該エリアの地表面に溢れ、その一部が当該排水枡へ流れ込んだと判

断した。 

更に、当該排水枡から排水溝を通じて沈砂池へ流入し、沈砂池の傍にある陳場沢川※３

へ流れ出た可能性が否定できないと考えた。 
※３：発電所構外（西側）から発電所構内を通り海へ流れる河川 

 
 



 

 

事 象 の 状 況 

このことから、令和３年７月１９日１３時０５分、福島第一規則第１８条第１０号

「核燃料物質等が管理区域外で漏えいしたとき。」に該当すると判断した。 

 

なお、７月５日に陳場沢川河口（河川部）の水を採取して分析した結果、全β放射能

濃度は検出限界値未満（検出限界値3.6Bq/L）であり、前回（６月４日採取分）の値（全

β放射能濃度：7.2Bq/L）と比較して有意な変動はなかったことから、環境への影響はな

いものと評価した。 

 

（２）応急処置 

当該ノッチタンクから放射性物質（Sr-90等）を含んだ雨水が当該エリアの地表面に溢

れ、その一部が当該排水枡や当該エリア周辺にある排水溝へ流れ込んだことから、以下

の応急処置を実施した。 

・当該排水枡にSr除去材とゼオライト土嚢を設置（７月５日） 

・当該ノッチタンク天板のハッチ蓋４箇所（１基あたり２箇所）のずれの手直しを実 

施（７月８日） 

・当該ノッチタンク周辺の地表面にシート養生を実施（７月６日） 

・当該エリア南側排水溝及び東側流入地点（上流）の排水溝の清掃及びゼオライト土 

嚢を設置（７月７日） 

・当該ノッチタンク天板のシート養生を実施及び当該ノッチタンク周辺にゼオライト 

土嚢を設置（７月８日） 

・当該ノッチタンク内の水をポンプ車にて汲み上げプロセス主建屋に移送（７月１１ 

日） 

・当該エリア南側排水溝に雨水が流入しないようゼオライト土嚢を設置（７月１１ 

日） 

・台風８号の接近に伴い、当該排水枡及び当該エリア東側流入地点（上流）の排水溝 

の手前にゼオライト土嚢を追加設置（７月２６日） 

 

２．状況調査 

（１）当該エリア周辺の調査（７月５日） 

当該排水枡の全β放射能濃度が高かったことから、毎月定例採取している地点及び当

該排水枡の東側及び西側にある雨水の流入地点で水を採取して分析した結果、全β放射

能濃度がCs-137放射能濃度に対して有意に高い場所はなく、流入源の特定には至らなか

った。 

 

（２）当該エリア周辺の調査（７月６日～７日） 

７月６日に当該エリア排水枡周辺の地表面を放射線測定した結果、当該ノッチタンク

周辺において、1ｃｍ線量当量率で２μSv/h（γ）に対し、70μｍ線量当量率で750μ

Sv/h（γ＋β）と、β線の値が有意に高い場所があることを確認した。 

汚染源の場所を絞り込むため、７月７日の降雨時に当該エリア周辺の水を採取して分

析した結果、当該エリア南側排水溝で全β放射能濃度が930Bq/L、当該エリア東側流入地

点（上流）で全β放射能濃度が320Bq/Lと、他の採取地点と比較して高い値であることを

確認した。 

なお、当該エリア東側流入地点（上流）にある排水溝は、当該排水枡へと通じてい

る。 

 

（３）当該ノッチタンクの調査（７月７日～８日、１１日） 

   当該ノッチタンク周辺の放射線測定においてβ線の値が高かったことから、７月７日

に当該ノッチタンクの状況を調査したところ、当該ノッチタンク内に雨水が流入し、満

水状態であることを確認した。 

また、当該ノッチタンク天板の１辺がタンク内側にずれ落ち、天板とタンク本体との

間に隙間が生じ、さらに天板が自重でたわんだことによって、天板に降った雨水がノッ

チタンクに流れ込む状態になっていた。 

その後、７月８日に当該ノッチタンクの４箇所（１基あたり２箇所）のハッチ蓋のず

れを手直しするとともに、当該ノッチタンクにシート養生を実施した。 
 

 



 

 

事 象 の 状 況 

７月８日に当該ノッチタンク内の水を採取して分析した結果、以下の通りであった。 

①当該ノッチタンク（北側）内の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：6.3Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：6.5Bq/L） 

全β放射能濃度：79,000Bq/L 

Sr-90：60,000Bq/L 

②当該ノッチタンク（北側）天板上の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：4.2Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：4.9Bq/L） 

全β放射能濃度：71,000Bq/L 

Sr-90：57,000Bq/L 

③当該ノッチタンク（南側）内の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：5.3Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：5.6Bq/L） 

全β放射能濃度：33,000Bq/L 

Sr-90：23,000Bq/L 

④当該ノッチタンク（南側）天板上の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：4.0Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：4.8Bq/L） 

全β放射能濃度：30,000Bq/L 

Sr-90：23,000Bq/L 

 

７月１１日、当該ノッチタンク内の水を可能な範囲で回収した上で内部を調査した結

果、内容物は高β汚染土壌を収めたフレコンバッグであることを確認した。 

 

（４）当該エリア周辺の調査（７月９日） 

７月９日の降雨時に当該エリア周辺の水を採取して分析した結果、当該エリア南側排

水溝で全β放射能濃度が390Bq/L、当該エリア東側流入地点（上流）で全β放射能濃度が

200Bq/Lと、７月７日採取分よりは低い値であることを確認した。 

また、陳場沢川河口（河川部）で全β放射能濃度が480Bq/L、陳場沢川河口付近にある

南側排水溝で全β放射能濃度が1,100Bq/Lと高い値が確認されているが、Cs-137も同程度

（陳場沢川河口（河川部）で360 Bq/L、南側排水溝で1,100Bq/L）検出されていることか

ら、これらはフォールアウトの影響によるものと判断した。 

 

（５）当該ノッチタンクの詳細調査（７月１２日） 

   ７月１２日に当該ノッチタンクのうち南側に設置されているノッチタンク天板の状況

を詳細調査した結果、以下のことを確認した。 

   ・当該ノッチタンクの天板はクランプによってタンク本体に固定されていたが、クラ 

ンプが外れてタンク本体に引っかかった状態であった 

・当該ノッチタンク上部の縁には、天板が乗っていた痕跡と天板が移動した際の擦り 

傷が残っていた 

・当該ノッチタンク天板に錆は認められたものの、折損等は無かった 

・当該ノッチタンク上部の縁に残っていた傷跡に錆びの発生は認められず、また、周 

辺に発生した錆びにより覆われる状態でもなかった 

 

以上の調査結果及び、６月２９日採取分まで当該エリア周辺の分析結果に有意な上昇

は確認されていなかったことから、当該ノッチタンク天板及びハッチ蓋のずれは比較的

新しいものと推定した。 

また、天板及びハッチ蓋がずれるような外力が発生することを検討した結果、当該ノ

ッチタンクが置かれてから天板及びハッチ蓋のずれを引き起こすような作業を実施した

実績はないことから、令和３年２月１３日に発生した地震による可能性が高いと推定し

た。 

 

（６）類似ノッチタンクの調査（７月８日～９日、１５日） 

７月８日に当該ノッチタンクと同様に一時保管エリア※４で瓦礫類を保管しているノッ

チタンクについてハッチ蓋の状況をドローンで調査した結果、一時保管エリアＸにある

ノッチタンク３０基のうち１基で、ハッチ蓋がずれていることを確認した。 

 



 

 

このため、７月９日にずれたハッチ蓋を確認するとともに、目視の範囲でノッチタン

ク内に雨水がないことを確認した。また、ハッチ蓋を元に戻すとともに、ハッチ蓋がず

れないよう蓋上に土嚢を設置した。 

７月８日に調査したノッチタンクについて、７月１５日に天板のずれ状況をドローン

で調査した結果、異常がないことを確認した。 
※４：調査対象は一時保管エリア C、E1、P2、W、X 

 

（７）当該エリアの上流側にある一時保管エリアＥの放射線測定（７月８日、１６日） 

当該エリアの上流側にある一時保管エリアＥから当該排水枡に汚染が流入している可

能性があるか確認するため、７月８日と７月１６日に一時保管エリアＥの地表面を放射

線測定した結果、一時保管エリアＥから汚染が広がっていないことを確認した。 

 

（８）沈砂池の放射線測定（７月１９日） 

   ７月１９日に沈砂池が渇水した状態において地表面を放射線測定した結果、1ｃｍ線量

当量率及び70μｍ線量当量率ともに3～5μSv/hであり、当該エリア周辺に比べて十分低

い値であることを確認した。 

 

（９）当該エリア周辺の調査（７月２７日、２８日） 

台風８号接近に伴う降雨時に、当該エリア周辺の水を採取して分析した結果、当該エ

リア南側排水溝で全β放射能濃度が230Bq/L、当該エリア東側流入地点（上流）で全β放

射能濃度が160Bq/L、陳場沢川河口付近にある南側排水溝で全β放射能濃度が200Bq/L

と、７月９日採取分よりは低い値であることを確認した。 

 

（１０）当該ノッチタンクから漏えいした放射能量の推定 

当該ノッチタンクから漏えいした放射能量について、以下の仮定のもとに推定した。 

①６月２９日に採取した当該排水枡に有意な変動があったことから、前日までは当該 

ノッチタンク内の水は溢れていなかったと仮定し、６月２９日から当該ノッチタン

ク天板にシート養生を施した７月８日までの間、当該ノッチタンクに流入した雨水

全量がタンク外へ漏えいしたと仮定（最小値） 

②５月２１日に採取した当該排水枡において有意な変動はなかったことから、５月２ 

１日から当該ノッチタンク天板にシート養生を施した７月８日までの間、当該ノッ

チタンクに流入した雨水全量がタンク外へ漏えいしたと仮定（最大値） 

上記の仮定のもとに、当該ノッチタンク天板面積と①・②の期間における積算雨量か

ら、漏えいした水の放射能量（Sr-90）を算出した結果、当該ノッチタンク（北側）が

約1.2×108～2.4×108Bq、当該ノッチタンク（南側）が約4.6×107～9.7×107Bqであり、

漏えいした水の放射能量（Sr-90）は約1.7×108～3.3×108Bqと評価した。 

 

（１１）一時保管エリアの巡視点検状況 

当該エリアを含む一時保管エリアについては、これまで１回／週の頻度で目視による

巡視点検を実施しており、ノッチタンクの転倒や落下等の異常が無いことを確認してい

た。 

ただし、当該ノッチタンクの高さは約２．２ｍあり、目視では天板部分の状態を確認

できる状況ではなかった。 

 

３．環境への影響 

当該ノッチタンクから溢れた放射能量の推定値は、Sr-90で約1.7×108～3.3×108Bqであ

るものの、当該ノッチタンクから溢れた水の一部は当該エリア周辺の土壌に染み込んだ状

態になっていると考えられる。 

また、当該ノッチタンクから溢れた水の一部は、降雨時に当該エリア東側流入地点（上

流）を通じて当該排水枡に流れ込んだものの、降雨や沈砂池に溜まった雨水等により放射

性物質は薄まった状態で陳場沢川へ流れ出たと考えられること、陳場沢川河口付近におけ

る海水の放射能濃度※５の測定結果は通常の変動範囲内であることから、本事象による環境

への影響はないものと評価した。 
※５：５・6 号機放水口北側地点（陳場沢川に最も近い採取点）、北防波堤北側地点、港湾口北東

側の各モニタリング地点 

 

なお、当該ノッチタンク及び当該エリア地表面にシート養生した後は、当該排水枡及び

陳場沢川河口（河川部）における全β放射能濃度に有意な上昇は確認されていない。 



 

 

 
 
 

事 象 の 原 因 

１．推定原因 

「事象の状況 ２．状況調査」の結果から、令和３年２月１３日に発生した地震の影響

により当該ノッチタンクの天板及びハッチ蓋がずれたことで、タンク本体との間に隙間が

生じ、その隙間から雨水が当該ノッチタンク内に流入した。 
当該ノッチタンク内に雨水が流入したことで、タンク内に保管していた汚染土壌から放

射性物質（Sr-90 等）が溜まった雨水に溶け出し、その後も降雨が断続的にあったことに

より、当該ノッチタンク内に溜まった水が溢水し、当該エリアの地表面に流れた。 
当該エリアの地表面に流れた水の一部が、当該エリア東側流入地点（上流）に流入した

ことで、排水溝を通じて当該排水枡に流れ、当該排水枡の全β放射能濃度が一時的に上昇

したものと推定した。 
 
また、当該排水枡の水を５月２１日に採取して分析した際には、全β放射能濃度に有意

な変動は確認されていないことから、当該ノッチタンク内に溜まった水が溢水した時期

は、前回採取した５月２１日から今回採取した６月２９日の間と推定した。 

保護装置の種類 
及 び 動 作 状 況 な し 

放 射 能 の 影 響 調査中 

被 害 者 な し 

他 に 及 ぼ し た 
障 害 な し 

復 旧 の 日 時 未 定 

再 発 防 止 対 策 

１．今後の対策 

（１）一時保管エリアにあるノッチタンクの管理強化 

   一時保管エリアにあるノッチタンク上部の状況を確認できるよう、定期的及び震度５

弱以上の地震発生後にドローンによる巡視を実施する。（開始時期や頻度は現在調整

中） 

   また、一時保管エリアにあるノッチタンク天板のハッチ蓋が容易にずれないよう、ハ

ッチ蓋の上に土嚢を設置するとともに、ノッチタンク天板から雨水が流入しないよう、

ノッチタンク上部のシート養生を７月３０日から開始している。（完了時期は現段階で

未定） 

 

（２）一時保管エリア周辺の管理強化 

   一時保管エリア周辺にある排水溝について、ゼオライト土嚢に加えてＳｒ吸着材を設

置するとともに、１回／３ヶ月の頻度で清掃及びゼオライト土嚢やＳｒ吸着材の設置状

況を確認する。 

 

（３）陳場沢川河口（河川部）と河口付近のモニタリング強化 

陳場沢川河口（河川部）の水については、７月１１日から毎日１回の採取・分析を実

施している。 

また、陳場沢川河口付近の海水については、７月20日に試験的な採取・分析を行い、

その後、７月２６日から毎日１回の採取・分析を実施している。（コンテナ点検が終了

した後、土壌回収やシート養生等の対策が完了するまで実施予定） 

 

（４）当該ノッチタンク周辺の土壌の除去 

当該ノッチタンク周辺の土壌については、７月１６日から除去を開始している。（完

了時期は現段階で未定） 

 

引き続き、一時保管エリアの管理方法等に対する対策を検討していく。 
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１．件 名 

  福島第一原子力発電所 

一時保管エリアに保管していたノッチタンクからの核燃料物質等の漏えい事象について 

 

２．事象発生の日時 

  令和３年７月１９日１３時０５分 

  （福島第一規則第１８条第１０号に該当すると判断した日時） 

 

３．事象発生の発電用原子炉施設 

  福島第一原子力発電所構内 一時保管エリア P（エリアＰ１，エリアＰ２） 

 

４．事象発生時の状況 

（１）事象発生時の状況 

令和３年７月５日、福島第一原子力発電所構内一時保管エリア P（以下、「当該エリア」

という。）にある排水枡※１（以下、「当該排水枡」という。）において、月１回の頻度

で定例採取している水の分析結果（６月２９日採取分）が全β放射能濃度で 750Bq/L

あり、前回（５月２１日採取分）の値（全β放射能濃度：5.9Bq/L）と比較して高いこ

とを確認した。 

このため、７月５日に当該排水枡に溜まった水を採取して分析した結果、全β放射能濃

度は 9.8Bq/L で、通常の変動範囲内に戻っていることを確認した。 
※１：当該エリア周辺の雨水等が流れ込む排水枡であり、排水枡が一杯になると当該エリア北側にある沈砂池（流

水中の土砂などを沈殿させて、流水から取り除くための池）へ流れる経路となっている。 

 

当該排水枡の全β放射能濃度が高かったことから、当該排水枡周辺の状況を調査したと

ころ、当該エリアにある瓦礫類を保管しているノッチタンク２８基のうち、汚染土壌を保

管している２基のノッチタンク（以下、「当該ノッチタンク」という。）の天板にあるハ

ッチ蓋４箇所（１基あたり２箇所）及び天板自体がずれていたことを確認した。 

また、当該ノッチタンク内部は満水状態であり、当該タンクの開口部より溢れた形跡が

あることを確認した。 

当該排水枡に溜まった水（６月２９日採取分）及び当該ノッチタンク内部の水（７月８

日採取分）を分析した結果、７月１９日に天然核種でない Sr-90 及び Y-90※２が存在し

ていることを確認した。 

※２：Sr-90 が放射性壊変して生成する放射性物質 

 

以上の調査結果から、当該ノッチタンクに雨水が入り、保管されていた汚染土壌から放

射性物質（Sr-90 等）が溜まった雨水へ溶け出し、その後も降雨が断続的にあったこと

で、当該ノッチタンクが満水となり、放射性物質（Sr-90 等）を含んだ雨水が当該ノッ

チタンクから当該エリアの地表面に溢れ、その一部が当該排水枡へ流れ込んだと判断した。 

更に、当該排水枡から排水溝を通じて沈砂池へ流入し、沈砂池の傍にある陳場沢川※３

へ流れ出た可能性が否定できないと考えた。 

※３：発電所構外（西側）から発電所構内を通り海へ流れる河川 

 

このことから、令和３年７月１９日１３時０５分、福島第一規則第１８条第１０号「核

燃料物質等が管理区域外で漏えいしたとき。」に該当すると判断した。 
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なお、７月５日に陳場沢川河口（河川部）の水を採取して分析した結果、全β放射能濃

度は検出限界値未満（検出限界値 3.6Bq/L）であり、前回（６月４日採取分）の値（全

β放射能濃度：7.2Bq/L）と比較して有意な変動はなかったことから、環境への影響は

ないものと評価した。 

 （添付資料－１，２，３，４，５，６，７） 

 

（２）応急処置 

当該ノッチタンクから放射性物質（Sr-90 等）を含んだ雨水が当該エリアの地表面に

溢れ、その一部が当該排水枡や当該エリア周辺にある排水溝へ流れ込んだことから、以下

の応急処置を実施した。 

・当該排水枡に Sr 除去材とゼオライト土嚢を設置（７月５日） 

・当該ノッチタンク天板のハッチ蓋４箇所（１基あたり２箇所）のずれの手直しを実施 

（７月８日） 

・当該ノッチタンク周辺の地表面にシート養生を実施（７月６日） 

・当該エリア南側排水溝及び東側流入地点（上流）の排水溝の清掃及びゼオライト土嚢

を設置（７月７日） 

・当該ノッチタンク天板のシート養生を実施及び当該ノッチタンク周辺にゼオライト土

嚢を設置（７月８日） 

・当該ノッチタンク内の水をポンプ車にて汲み上げプロセス主建屋に移送（７月１１日） 

・当該エリア南側排水溝に雨水が流入しないようゼオライト土嚢を設置（７月１１日） 

・台風８号の接近に伴い、当該排水枡及び当該エリア東側流入地点（上流）の排水溝の

手前にゼオライト土嚢を追加設置（７月２６日） 

（添付資料－８） 

 

５．状況調査 

（１）当該エリア周辺の調査（７月５日） 

   当該排水枡の全β放射能濃度が高かったことから、毎月定例採取している地点及び当該

排水枡の東側及び西側にある雨水の流入地点で水を採取して分析した結果、全β放射能濃

度が Cs-137 放射能濃度に対して有意に高い場所はなく、流入源の特定には至らなかっ

た。 

（添付資料－９） 

 

（２）当該エリア周辺の調査（７月６日～７日） 

７月６日に当該エリア排水枡周辺の地表面を放射線測定した結果、当該ノッチタンク周

辺において、1ｃｍ線量当量率で２μSv/h（γ）に対し、70μｍ線量当量率で 750μ

Sv/h（γ＋β）と、β線の値が有意に高い場所があることを確認した。 

汚染源の場所を絞り込むため、７月７日の降雨時に当該エリア周辺の水を採取して分析

した結果、当該エリア南側排水溝で全β放射能濃度が930Bq/L、当該エリア東側流入地

点（上流）で全β放射能濃度が 320Bq/L と、他の採取地点と比較して高い値であるこ

とを確認した。 

なお、当該エリア東側流入地点（上流）にある排水溝は、当該排水枡へと通じている。 

（添付資料－１０，１１） 
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（３）当該ノッチタンクの調査（７月７日～８日、１１日） 

   当該ノッチタンク周辺の放射線測定においてβ線の値が高かったことから、７月７日に

当該ノッチタンクの状況を調査したところ、当該ノッチタンク内に雨水が流入し、満水状

態であることを確認した。 

また、当該ノッチタンク天板の１辺がタンク内側にずれ落ち、天板とタンク本体との間

に隙間が生じ、さらに天板が自重でたわんだことによって、天板に降った雨水がノッチタ

ンクに流れ込む状態になっていた。 

その後、７月８日に当該ノッチタンクの４箇所（１基あたり２箇所）のハッチ蓋のずれ

を手直しするとともに、当該ノッチタンクにシート養生を実施した。 

  （添付資料－５） 

７月８日に当該ノッチタンク内の水を採取して分析した結果、以下の通りであった。 

 ①当該ノッチタンク（北側）内の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：6.3Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：6.5Bq/L） 

全β放射能濃度：79,000Bq/L 

Sr-90：60,000Bq/L 

②当該ノッチタンク（北側）天板上の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：4.2Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：4.9Bq/L） 

全β放射能濃度：71,000Bq/L 

Sr-90：57,000Bq/L 

③当該ノッチタンク（南側）内の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：5.3Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：5.6Bq/L） 

全β放射能濃度：33,000Bq/L 

Sr-90：23,000Bq/L 

④当該ノッチタンク（南側）天板上の水 

Cs-134：検出限界値未満（検出限界値：4.0Bq/L） 

Cs-137：検出限界値未満（検出限界値：4.8Bq/L） 

全β放射能濃度：30,000Bq/L 

Sr-90：23,000Bq/L 

７月１１日、当該ノッチタンク内の水を可能な範囲で回収した上で内部を調査した結果、

内容物は高β汚染土壌を収めたフレコンバッグであることを確認した。 

 

（４）当該エリア周辺の調査（７月９日） 

７月９日の降雨時に当該エリア周辺の水を採取して分析した結果、当該エリア南側排水

溝で全β放射能濃度が390Bq/L、当該エリア東側流入地点（上流）で全β放射能濃度が

200Bq/L と、７月７日採取分よりは低い値であることを確認した。 

また、陳場沢川河口（河川部）で全β放射能濃度が480Bq/L、陳場沢川河口付近にあ

る南側排水溝で全β放射能濃度が 1,100Bq/L と高い値が確認されているが、Cs-137

も同程度（陳場沢川河口（河川部）で 360 Bq/L、南側排水溝で 1,100Bq/L）検出さ

れていることから、これらはフォールアウトの影響によるものと判断した。 

（添付資料－１２） 
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（５）当該ノッチタンクの詳細調査（７月１２日） 

   ７月１２日に当該ノッチタンクのうち南側に設置されているノッチタンク天板の状況を

詳細調査した結果、以下のことを確認した。 

   ・当該ノッチタンクの天板はクランプによってタンク本体に固定されていたが、クラン

プが外れてタンク本体に引っかかった状態であった 

・当該ノッチタンク上部の縁には、天板が乗っていた痕跡と天板が移動した際の擦り傷

が残っていた 

・当該ノッチタンク天板に錆は認められたものの、折損等は無かった 

・当該ノッチタンク上部の縁に残っていた傷跡に錆びの発生は認められず、また、周辺

に発生した錆びにより覆われる状態でもなかった 

（添付資料－１３） 

 

以上の調査結果及び、６月２９日採取分まで当該エリア周辺の分析結果に有意な上昇は

確認されていなかったことから、当該ノッチタンク天板及びハッチ蓋のずれは比較的新し

いものと推定した。 

また、天板及びハッチ蓋がずれるような外力が発生することを検討した結果、当該ノッ

チタンクが置かれてから天板及びハッチ蓋のずれを引き起こすような作業を実施した実績

はないことから、令和３年２月１３日に発生した地震による可能性が高いと推定した。 

 

（６）類似ノッチタンクの調査（７月８日～９日、１５日） 

７月８日に当該ノッチタンクと同様に一時保管エリア※４で瓦礫類を保管しているノッ

チタンクについてハッチ蓋の状況をドローンで調査した結果、一時保管エリアＸにあるノ

ッチタンク３０基のうち１基で、ハッチ蓋がずれていることを確認した。 

このため、７月９日にずれたハッチ蓋を確認するとともに、目視の範囲でノッチタンク

内に雨水がないことを確認した。また、ハッチ蓋を元に戻すとともに、ハッチ蓋がずれな

いよう蓋上に土嚢を設置した。 

７月８日に調査したノッチタンクについて、７月１５日に天板のずれ状況をドローンで

調査した結果、異常がないことを確認した。 

※４：調査対象は一時保管エリア C、E1、P2、W、X   

（添付資料－１４） 

 

（７）当該エリアの上流側にある一時保管エリア E の放射線測定（７月８日、１６日） 

当該エリアの上流側にある一時保管エリアＥから当該排水枡に汚染が流入している可能

性があるか確認するため、７月８日と７月１６日に一時保管エリアＥの地表面を放射線測

定した結果、一時保管エリアＥから汚染が広がっていないことを確認した。 

（添付資料－１５） 

 

（８）沈砂池の放射線測定（７月１９日） 

   ７月１９日に沈砂池が渇水した状態において地表面を放射線測定した結果、1ｃｍ線量

当量率及び 70μｍ線量当量率ともに 3～5μSv/h であり、当該エリア周辺に比べて十

分低い値であることを確認した。 

（添付資料－１６） 
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（９）当該エリア周辺の調査（７月２７日、２８日） 

台風８号接近に伴う降雨時に、当該エリア周辺の水を採取して分析した結果、当該エリ

ア南側排水溝で全β放射能濃度が230Bq/L、当該エリア東側流入地点（上流）で全β放

射能濃度が 160Bq/L、陳場沢川河口付近にある南側排水溝で全β放射能濃度が

200Bq/L と、７月９日採取分よりは低い値であることを確認した。 

（添付資料－１７） 

 

（１０）当該ノッチタンクから漏えいした放射能量の推定 

当該ノッチタンクから漏えいした放射能量について、以下の仮定のもとに推定した。 

①６月２９日に採取した当該排水枡に有意な変動があったことから、前日までは当該ノ

ッチタンク内の水は溢れていなかったと仮定し、６月２９日から当該ノッチタンク天

板にシート養生を施した７月８日までの間、当該ノッチタンクに流入した雨水全量が

タンク外へ漏えいしたと仮定（最小値） 

②５月２１日に採取した当該排水枡において有意な変動はなかったことから、５月２１

日から当該ノッチタンク天板にシート養生を施した７月８日までの間、当該ノッチタ

ンクに流入した雨水全量がタンク外へ漏えいしたと仮定（最大値） 

 

上記の仮定のもとに、当該ノッチタンク天板面積と①・②の期間における積算雨量から、

漏えいした水の放射能量（Sr-90）を算出した結果、当該ノッチタンク（北側）が約1.2

×108～2.4×108Bq、当該ノッチタンク（南側）が約 4.6×107～9.7×107Bq であ

り、漏えいした水の放射能量（Sr-90）は約 1.7×108～3.3×108Bq と評価した。 

（添付資料－１８） 

 

（１１）一時保管エリアの巡視点検状況 

当該エリアを含む一時保管エリアについては、これまで１回／週の頻度で目視による巡

視点検を実施しており、ノッチタンクの転倒や落下等の異常が無いことを確認していた。 

ただし、当該ノッチタンクの高さは約２．２ｍあり、目視では天板部分の状態を確認で

きる状況ではなかった。 

 

６．推定原因 

「５．状況調査」の結果から、令和３年２月１３日に発生した地震の影響により当該ノッ

チタンクの天板及びハッチ蓋がずれたことで、タンク本体との間に隙間が生じ、その隙間か

ら雨水が当該ノッチタンク内に流入した。 

当該ノッチタンク内に雨水が流入したことで、タンク内に保管していた汚染土壌から放射

性物質（Sr-90 等）が溜まった雨水に溶け出し、その後も降雨が断続的にあったことによ

り、当該ノッチタンク内に溜まった水が溢水し、当該エリアの地表面に流れた。 

当該エリアの地表面に流れた水の一部が、当該エリア東側流入地点（上流）に流入したこ

とで、排水溝を通じて当該排水枡に流れ、当該排水枡の全β放射能濃度が一時的に上昇した

ものと推定した。 

  また、当該排水枡の水を５月２１日に採取して分析した際には、全β放射能濃度に有意な

変動は確認されていないことから、当該ノッチタンク内に溜まった水が溢水した時期は、前

回採取した５月２１日から今回採取した６月２９日の間と推定した。 

（添付資料－１９） 



 

６ 

 

７．環境への影響 

当該ノッチタンクから溢れた放射能量の推定値は、Sr-90 で約 1.7×108～3.3×

108Bq であるものの、当該ノッチタンクから溢れた水の一部は当該エリア周辺の土壌に染

み込んだ状態になっていると考えられる。 

また、当該ノッチタンクから溢れた水の一部は、降雨時に当該エリア東側流入地点（上流）

を通じて当該排水枡に流れ込んだものの、降雨や沈砂池に溜まった雨水等により放射性物質

は薄まった状態で陳場沢川へ流れ出たと考えられること、陳場沢川河口付近における海水の

放射能濃度※５の測定結果は通常の変動範囲内であることから、本事象による環境への影響

はないものと評価した。 

※５：５・6 号機放水口北側地点（陳場沢川に最も近い採取点）、北防波堤北側地点、港湾口北東側の各モニタリン

グ地点 

なお、当該ノッチタンク及び当該エリア地表面にシート養生した後は、当該排水枡及び陳

場沢川河口（河川部）における全β放射能濃度に有意な上昇は確認されていない。 

（添付資料－２０） 

 

８．今後の対策 

（１）一時保管エリアにあるノッチタンクの管理強化 

   一時保管エリアにあるノッチタンク上部の状況を確認できるよう、定期的及び震度５弱

以上の地震発生後にドローンによる巡視を実施する。（開始時期や頻度は現在調整中） 

   また、一時保管エリアにあるノッチタンク天板のハッチ蓋が容易にずれないよう、ハッ

チ蓋の上に土嚢を設置するとともに、ノッチタンク天板から雨水が流入しないよう、ノッ

チタンク上部のシート養生を７月３０日から開始している。（完了時期は現段階で未定） 

 

（２）一時保管エリア周辺の管理強化 

   一時保管エリア周辺にある排水溝について、ゼオライト土嚢に加えてＳｒ吸着材を設置

するとともに、１回／３ヶ月の頻度で清掃及びゼオライト土嚢やＳｒ吸着材の設置状況を

確認する。 

 

（３）陳場沢川河口（河川部）と河口付近のモニタリング強化 

陳場沢川河口（河川部）の水については、７月１１日から毎日１回の採取・分析を実施

している。 

また、陳場沢川河口付近の海水については、７月 20 日に試験的な採取・分析を行い、

その後、７月２６日から毎日１回の採取・分析を実施している。（コンテナ点検が終了し

た後、土壌回収やシート養生等の対策が完了するまで実施予定） 

 

（４）当該ノッチタンク周辺の土壌の除去 

当該ノッチタンク周辺の土壌については、７月１６日から除去を開始している。（完了

時期は現段階で未定） 

 

  引き続き、一時保管エリアの管理方法等に対する対策を検討していく。 
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添付資料－１（１／２） 

８ 

事象発生時の時系列 

 

令和３年 

６月２９日  当該排水枡について月１回の定例採取を実施 

（6 月 4 日定例採取時に当該排水枡は排水量が少なく採取できなかったため、６月 29 日に採取） 

       

７月５日   当該排水枡の分析結果（６月２９日採取分）が全β放射能濃度で 750Bq/L

あり、前回（５月２１日採取分）の値（全β放射能濃度：5.9Bq/L）と比

較して高いことを確認 

       

      毎月定例採取している地点、当該排水枡及び当該排水枡の東側と西側の地

点を採取して分析した結果、当該排水枡を含む定例採取している地点にお

いて通常変動範囲内であったことを確認 

       

      当該排水枡に Sr 除去材とゼオライト土嚢を設置 

 

７月６日   当該排水枡周辺の地表面の放射線測定を実施した結果、当該ノッチタンク

周辺において、1ｃｍ線量当量率で最大 3μSv/h（γ）に対し、70μｍ線

量当量率で最大 750μSv/h（γ＋β）と、β線の値が有意に高い場所が

あることを確認 

 

       当該ノッチタンク廻りの地表面にシート養生を実施 

 

７月７日   当該エリア付近の各地点の水を採取し分析した結果、当該エリア南側排水

溝で全β放射能濃度が 930Bq/L、当該エリア東側流入地点（上流）で全

β放射能濃度が 320Bq/L と、高い値であることを確認 

 

当該エリア南側排水溝及び東側流入地点（上流）の排水溝の清掃及びゼオ

ライト土嚢を設置 

        

       当該ノッチタンクの状況を調査したところ、天板及びハッチ蓋４箇所がず

れていること、並びに当該タンク内に雨水が流入し、満水状態であること

を確認 

 

７月８日   当該ノッチタンクの４箇所（１基あたり２箇所）のハッチ蓋のずれを手直

しするとともに、当該ノッチタンクにシート養生を実施



添付資料－１（２／２） 

９ 

 

７月８日   当該ノッチタンク廻りにゼオライト土嚢を設置 

 

       当該ノッチタンクと同様に一時保管エリアで瓦礫類を保管しているノッチ

タンクについて、ハッチ蓋の状況をドローンで調査した結果、一時保管エリ

アＸにあるノッチタンク３０基のうち１基で、ハッチ蓋がずれていることを確認 

 

７月９日   当該エリア周辺の水を採取して分析した結果、当該エリア南側排水溝で全

β放射能濃度が 390Bq/L、当該エリア東側流入地点（上流）で全β放射

能濃度が 200Bq/L と、７月７日採取分よりは低い値であることを確認 

 

７月１１日  当該ノッチタンク内の水を可能な範囲で回収したうえで、内部を調査した

結果、内容物は高β汚染土壌を収めたフレコンバッグであることを確認       

当該ノッチタンク内の雨水をポンプ車にて汲み上げプロセス主建屋に移送       

南側排水溝に雨水が流入しないようゼオライト土嚢を設置 

 

７月１２日  当該ノッチタンク天板の状況を詳細調査 

 

７月１５日  当該ノッチタンクと同様に一時保管エリアで瓦礫類を保管しているノッチ

タンクについて、天板のずれ状況をドローンで調査した結果、異常がないこ

とを確認 

 

７月１９日  ６月２９日に採取した当該集水枡の水、及び７月８日に採取した当該ノッ

チタンク内の水を分析した結果、天然核種でない Sr-90 及び Y-90 がそ

れぞれ存在していたことを確認 

 

       調査の結果、当該ノッチタンクに雨水が入り、保管されていた汚染土壌か

ら放射性物質（Sr-90 等）が溜まった雨水へ溶け出し、その後も降雨が断

続的にあったことで、当該ノッチタンクが満水となり、放射性物質（Sr-90

等）を含んだ雨水が当該ノッチタンクから当該エリアの地表面に溢れ、そ

の一部が当該排水枡へ流れ込んだと判断 

 

当該排水枡から排水溝を通じて沈砂池へ流入し、沈砂池の傍にある陳場沢

川へ流れ出た可能性が否定できない 

 

１３：０５ 本事象が、福島第一規則第１８条第１０号「核燃料物質等が管理区域外で

漏えいしたとき。」に該当すると判断 
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当該エリア（拡大図） 

 

 

 

 

事象発生場所 
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発電所構内北側における雨水排水のモニタリング地点 

添
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１
１
 

分析項目：Cs、全β、H-3 

発電所構内北側の状況と採水位置図 

② ③ 

④ 

⑤ 

5,6 号機排水路 

⑧ 

⑦ 

A 排水路（付替） 

土捨場排水路 

土捨場北側エリア 
新設廃棄物エリア 

土捨場 

⑦-2 

陳場沢川集水エリア 
Ａ排水路集水エリア 

採水地点 陳場沢川 

排水路 
側溝、枝排水路 
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一時保管エリア
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当該排水枡 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該排水枡及び陳場沢川河口（河川部）の分析結果（平成３０年５月１日～令和３年７月２７日） 

添
付

資
料

－
４

 

１
２
 

当該排水枡 

陳場沢川河口（河川部） フォールアウトの影響により 

Cs137 及び全β放射能濃度の値が上昇 

６月２９日採取分 
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当該ノッチタンク（南側）天板（７月６日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

当該ノッチタンク（南側）天板のハッチ蓋（７月７日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該ノッチタンク（南側）天板のハッチ（７月８日撮影） 

 

当該ノッチタンクの調査状況 

開口部 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所構内における降雨状況 
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5 月 21 日（5 月分採取日） 

６月２９日（6 月分採取日） 

６月２８日～７月８日拡大 

（当該ノッチタンクのシー

ト養生実施日まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニタリングポストにおける空間線量率の測定結果（令和３年５月１日～７月２０日） 
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当該排水枡及び当該エリア周辺排水溝の雨水流入防止策 

添
付

資
料

－
８

 

１
６
 

当該ノッチタンク 
当該エリア南側排水溝 

当該排水枡 

（７月５日） （７月６日、８日） 

（７月１１日） Sr 除去材とゼオライト土嚢を設置（７月５日） 

Sr 除去材とゼオライト土嚢を設置（追加対策）（７月２６日） 

 

当該ノッチタンク廻りの地表面をシート養生（７月５日） 

当該ノッチタンクをシート養生（７月６日、８日） 

当該ノッチタンクの水抜き（７月１１日） 

ゼオライト土嚢を設置（７月７日） 

ゼオライト土嚢を設置（７月１１日） 

ゼオライト土嚢を設置（７月２６日） 

追加対策後 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該エリア周辺における水の採取地点及び分析結果（令和３年７月５日採取） 
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陳場沢川河口（河川部） ［単位：Bq/L］ 

当該排水枡東側流入地点［単位：Bq/L］ 

当該排水枡［単位：Bq/L］ 

当該排水枡西側流入地点［単位：Bq/L］ 

水の流れ 

降水量：6.0mm/日 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該エリア周辺の放射線測定結果（令和３年７月６日） 
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当該ノッチタンク周辺 

拡大図 

当該ノッチタンク 

単位：μSv/h 
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当該エリア周辺の放射線測定結果（令和３年７月６日） 

単位：μSv/h 

拡大図 

当該エリア周辺 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該エリア周辺の放射線測定結果（令和３年７月６日） 
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拡大図 

 の間は約 3m 毎に測定した最大値を記載 

当該エリア周辺 

当該排水桝 

単位：μSv/h 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該エリア周辺における水の採取地点及び分析結果（令和３年７月７日採取） 

添
付
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料

－
１

１
 

２
１
 

陳場沢川河口（河川部）［単位：Bq/L］ 

当該排水枡東側流入地点［単位：Bq/L］ 

当該排水枡［単位：Bq/L］ 

当該排水枡西側流入地点（下流）［単位：Bq/L］ 

水の流れ 

降水量：30mm/日 

東側流入地点（上流）［単位：Bq/L］ 

当該エリア南側排水溝［単位：Bq/L］ 

当該ノッチタンク 

当該排水枡西側流入地点（上流）［単位：Bq/L］ 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該エリア周辺における水の採取地点及び分析結果（令和３年７月９日採取） 

添
付

資
料

－
１

２
 

２
２
 

陳場沢川河口（河川部）［単位：Bq/L］ 

南側排水構排水口［単位：Bq/L］ 

沈砂池［単位：Bq/L］ 

当該排水枡［単位：Bq/L］ 

水の流れ 

降水量：22.5mm/日 

東側流入地点（上流）［単位：Bq/L］ 

当該エリア南側排水溝［単位：Bq/L］ 

当該ノッチタンク 



添付資料－１３ 

２３ 

 

 

当該ノッチタンク（南側）天板（７月１２日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該ノッチタンクの詳細調査 

天板位置の痕跡 

（点線のやや内側） 

擦り傷 

C クランプ 

錆は認められたものの、

折損等は無かった 

アングル材（当て板） 

天板の内側への落ち込み 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

類似ノッチタンクの調査状況 

添
付

資
料

－
１

４
 

２
４
 

瓦礫類一時保管エリア X 
撮影日：７月８日 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時保管エリア E の放射線測定結果（令和３年７月８日、１６日） 

添
付

資
料

－
１

５
（

１
／

２
）

 

２
５
 

当該エリア 

一時保管エリア E 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
６
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２
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２
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一時保管エリア E の放射線測定結果（令和３年７月８日、１６日） 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沈砂池の放射線測定結果（令和３年７月１９日） 
添

付
資

料
－

１
６

 

２
７
 

渇水時（2021 年 7 月 14 日撮影） 

7 月 8 日撮影 

■測定場所 

■放射線測定結果 

（測定日：７月１９日（渇水時）） 

発電所構内北側全景 当該エリア周辺 沈砂池測定箇所 

単位（μＳｖ／ｈ）

測定箇所
７０μｍ

線量当量率

１ｃｍ

線量当量率
測定箇所

７０μｍ

線量当量率

１ｃｍ

線量当量率

×1 4 4 ×16 4 4

×2 4 3 ×17 4 4

×3 4 4 ×18 4 4

×4 5 3 ×19 4 4

×5 4 3 ×20 4 3

×6 4 4 ×21 4 4

×7 4 4 ×22 4 4

×8 4 4 ×23 4 4

×9 4 4 ×24 3 3

×10 4 4 ×25 4 4

×11 5 4 ×26 4 3

×12 4 3 ×27 4 4

×13 4 3 ×28 4 4

×14 3 3 ×29 4 4

×15 4 4 ×30 4 3
沈砂池全景（写真） 

当該エリア周辺 



   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当該エリア周辺における水の採取地点及び分析結果（令和３年７月２７日、２８日採取） 

添
付

資
料

－
１

７
 

２
８
 

陳場沢川河口（河川部）［単位：Bq/L］ 

南側排水構排水口［単位：Bq/L］ 

沈砂池［単位：Bq/L］ 

当該排水枡［単位：Bq/L］ 

水の流れ 

降水量：130mm（7/27） 

         14mm（7/28） 

東側流入地点（上流）［単位：Bq/L］ 

当該エリア南側排水溝［単位：Bq/L］ 

当該ノッチタンク 

陳場沢川河口（海水）［単位：Bq/L］ 



添付資料－１８ 
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当該ノッチタンクから漏えいした放射能量の推定 

当該ノッチタンクから漏えいした放射能量について、以下の仮定のもとに推定した。 

①６月２９日に採取した当該排水枡に有意な変動があったことから、前日までは当該ノッチ

タンク内の水は溢れていなかったと仮定し、６月２９日から当該ノッチタンク天板にシー

ト養生を施した７月８日までの間、当該ノッチタンクに流入した雨水全量がタンク外へ漏

えいしたと仮定（最小値） 

 

②５月２１日に採取した当該排水枡において有意な変動はなかったことから、５月２１日か

ら当該ノッチタンク天板にシート養生を施した７月８日までの間、当該ノッチタンクに流

入した雨水全量がタンク外へ漏えいしたと仮定（最大値） 

（漏えいした水の濃度は 7 月 8 日時点の当該ノッチタンク内の水の放射能濃度で一定とする） 

漏えいした放射能量＝当該ノッチタンク内の水の放射能濃度×積算雨量×天板面積 

・当該ノッチタンク内の水の放射能濃度（ Sr-90 ） 

当該ノッチタンク（北側） : 60,000Bq/L 

当該ノッチタンク（南側） : 23,000Bq/L 

・積算雨量 ：①101.5mm （6/29 0:00～7/8 24:00） 

②201mm （5/21 0:00～7/8 24:00） 

・天板面積 ：約 20m
2

 

当該ノッチタンクから漏えいした放射能量の推定値（ Sr-90 ） 

当該ノッチタンク（北側）: 1.2×108～2.4×108Bq 

当該ノッチタンク（南側）: 4.6×107～9.7×107Bq ⇒ 合計 1.7×108～3.3×108Bq 

天板面積:約 20m
2
 

放射能濃度は一定と仮定  漏えい水量 

=天板面積×積算雨量 

≒2～4 m
3
 

 
(タンク 1 基あたり) 



添付資料－１９ 
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当該ノッチタンクから漏えいした原因（推定） 

5 月 21 日以後の降雨時に当該ノ

ッチタンク水が溢れ出た 

当該エリア周辺の排水溝を経由し

、当該排水枡へ流れ込んだ 

当該排水枡から沈砂池を経由して

陳場沢川へ流出した可能性がある 

６月２９日当該排

水枡の全β放射能

濃度が有意に上昇 

天板及びハッチ部蓋に降った雨

が当該ノッチタンクに流入 

高濃度β汚染土壌を当該ノッチ

タンクに収納 

当該ノッチタンク内で雨水に高濃

度β汚染土壌に含まれる放射性物

質（Sr-90 等）が溶けだした 

令和３年２月１３日の地震によ

り天板のハッチ部蓋が開き、天

板の端が当該ノッチタンク内に

ずれ落ちた 



   

・５・６号機放水口北側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５・６号機放水口北側の海水の分析結果に有意な上昇は見られない。 

陳場沢川河口付近における海水の分析結果（平成３０年５月１日～令和３年７月２７日） 
添

付
資

料
－

２
０

（
１

／
３

）
 

３
１
 



 

・北防波堤北側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北防波堤北側の海水の分析結果に有意な上昇は見られない。 
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０
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２
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３
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陳場沢川河口付近における海水の分析結果（平成３０年５月１日～令和３年７月２７日） 

３
２
 



 

・港湾口北東側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

港湾口北東側の海水の分析結果に有意な上昇は見られない。 

添
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０
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３
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陳場沢川河口付近における海水の分析結果（平成３０年５月１日～令和３年７月２７日） 

３
３
 


